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臨
液

る
時
問
見
光
一
白
色
、
電
E
?
一

可
視
光
は
剖
%
透
過
し
、

ー一一----""

滴
で
邸
%
発
見

神
戸
大
が
早
期
発
見
法
開
発

わ
すも カ

ー
な
ど
と
大
腸
が
ん
簡
易
一
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
さ
ま

検
査
キ
ッ
ト
の
開
発
を
進
め
一
ざ
ま
な
病
気
へ
の
応
用
を
検

る
ほ
か
、
他
の
バ
イ
オ
マ
l
一
討
す
る
。

カ
ー
や
画
像
診
断
法
な
ど
を
一
、
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
ガ
ス

一
塔
組
織
と
な
る
「
宇
量
略
一
足
レ
ペ
各
省
庁
縦
割
り
だ
一
発
の
総
合
的
な
方
針
を
決
め

ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
l
質
量

分
析

(
G
C
/
M
S
)
を
用

い
た
血
清
メ
タ
ボ
ロ

l
ム

(
生
体
に
含
ま
れ
る
代
謝
物

全
体
〉
解
析
に
よ
っ
て
、
大

腸
が
ん
患
者
と
健
常
者
と

で、
t
E
か
安
定
し
て
顕
著
に

現
れ
る
4
種
類
の
バ
イ
オ
マ

ー
カ
ー
を
発
見
し
た
。

こ
れ
ら
バ
イ
オ
マ
i
カ
1

大
、
隣
網
閤
子
を

トキソプ
ラズマ症

見

車
問
が
ェ
句
一
彫
病
原
性
寄
生
虫
破
壊

大
阪
大
学
医
学
系
研
究
科
一
イ
ン
タ
ー
フ
エ
ロ
ン
に
よ
り
一
患
の
病
原
体
と
し
て
知
ら
れ

の
竹
田
潔
教
授
と
同
微
生
物
一
誘
導
さ
れ
る
た
ん
ぱ
く
質
一
る
寄
生
虫
ト
キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ

病
研
究
所
の
山
本
雅
裕
准
教
一
「
G
B
P
(
p邸
G
T
P分
一
を
破
壊
す
る
こ
と
を
明
ら
か

授
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
一
解
酵
素
)
」
が
、
先
天
性
疾
一
に
し
た
。
ト
キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
ー

円
高
な
ど
の
外
的
要
因
に
加
え
、
技
術
者

不
足
や
技
能
継
承
な
ど
圏
内
の
製
造
業
が
乗

り
越
え
る
べ
き
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。
そ
の
中

で
学
会
の
存
在
意
義
が
問
わ
れ
始
め
て
い

る
。
日
本
の
産
業
と
密
接
に
関
わ
る
学
会
の

一
つ
、
日
本
機
械
学
会
は
こ
の
状
況
で
ど
ん

な
役
割
を
果
た
す
の
か
。
2
0
1
2
年
度
の

会
長
に
就
任
し
た
金
子
成
彦
東
京
大
学
教
授

に
聞
い
た
。

ー
東
日
本
大
震
災
以
降
、

技
術
に
対
す
る
見
方
が
厳
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。

「
震
災
を
短
期
的
・
長
期

的
に
検
証
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ

〔
神
戸
〕
神
戸
大
学
大
学

院
の
吉
田
優
准
教
授
ら
の
研

究
グ
ル
ー
プ
は
ロ
日
、
大
腸

が
ん
を
早
期
に
発
見
す
る
新

た
な
診
断
法
を
開
発
し
た
と

発
表
し
た
。
一
滴
の
血
液
か

ら
早
期
の
大
賜
か
ん
が
部
%

の
精
度
で
発
見
で
き
る
と
い

う
。
成
果
は
米
科
学
諒
プ
ロ

ス
ワ
ン
に
ロ
日
掲
載
さ
れ

た。
分
析
時
間
は
約
泊
分
で
1

回
5
0
0
円
程
度
で
で
き
る

と
い
う
。
今
後
、
薬
品
メ
l

夕
、
見
解
を
示
す
の
が
役
割

だ
。
ま
た
震
災
の
活
動
を
契

機
に
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
委
員

会
を
立
ち
上
げ
た
。
学
会
か

掲
載
す
る
計
画
だ
」

「
こ
れ
ま
で
は
専
門
家
、

学
会
員
向
け
の
情
報
が
中
心

だ
っ
た
と
い
う
反
省
が
あ

る
。
現
状
の
技
術
報
告
書
は

専
門
的
な
要
素
が
強
く
、
分

量
も
少
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
か
ら
頼
ら
れ
る
よ
う

な
、
信
頼
さ
れ
る
ツ
l
ル
を

作
る
。
ま
た
ホ
1
ム
ペ
!
?

の
改
訂
を
行
う
。
専
門
知
識

や
用
語
の
解
説
、
技
術
の
説

明
な
ど
を
加
え
て
よ
り
多
く

の
分
野
の
人
に
役
立
つ
よ
う

の
代
謝
物
デ
l
タ
に
基
き
、

大
腸
が
ん
予
測
式
を
作
っ
て

検
証
試
験
し
た
と
こ
ろ
、
が

ん
が
大
腸
の
粘
膜
中
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
ス
テ
!
?
0
か

ら
、
手
術
が
可
能
な
ス
テ
!

?
2
ま
で
の
早
期
大
腸
が
ん

が
部
%
の
精
度
で
発
見
で
き

た。
従
来
、
大
腸
か
ん
の
診
断

が
原
因
と
な
る
疾
患
の
治
療

薬
開
発
に
つ
な
が
る
可
能
性

が
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
フ
エ
ロ
ン
と
い

う
た
ん
ぱ
く
質
が
、
自
然
免

疫
細
胞
に
作
用
し
て
約
2
0

0
0
種
類
の
エ
フ
ェ
ク
タ
1

分
子
群
の
遺
伝
子
発
現
を
誘

導
す
る
こ
と
に
着
目
。
こ
の

な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
加
え
る
」

ー
若
年
層
へ
の
働
き
か
貯

が
重
要
で
す
。

「
理
数
教
育
に
特
化
し
た

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ

ス
ク
ー
ル

(
S
S
H〉
と
連

携
し
、
年
次
大
会
で
高
校
生

に
よ
る
機
械
系
の
課
題
研
究

の
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
行
う
。

モ
ノ
づ
く
り
革
新
加
速

技
術
基
盤
の
再
構
築
担
う

Fこ 81年
工博士修
全部講師。
ドカナダ-
R， 90年東
予試験所助
二学研究科
差。山口県

法
は
た
ん
ぱ
く
質
を
使
っ
た

「C
E
A」
や
「
C
A日
1

9
」
の
腫
属
マ
l
カ
ー
が
知

ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
マ
l
カ
l
は、

が
ん
が
さ
ら
に
進
行
し
た
ス

テ
ー
ジ
3
以
上
の
発
見
に
は

有
効
だ
が
、
早
期
大
腸
が
ん

の
診
断
は
で
き
な
か
っ
た
。

中
で
G
B
Pが
、
ト
キ
ソ
プ

ラ
ズ
マ
の
寄
生
胞
周
辺
に
集

ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
関

連
性
を
疑
っ
た
。

さ
ら
に
G
B
Pを
欠
損
さ

せ
た
マ
ウ
ス
そ
製
作
し
、
解

析
し
た
と
こ
ろ
、

G
B
P欠

損
マ
ウ
ス
は
ト
キ
ソ
プ
ラ
ズ

マ
感
染
に
対
し
て
非
常
に
弱

企
業
の
研
究
者
と
話
し
た
が

っ
て
い
る
理
数
科
希
望
の
高

校
生
は
多
い
が
、
仲
介
す
る

人
が
い
な
い
の
が
実
情
。
ま

た
実
験
装
置
の
作
り
方
は
高

校
の
先
生
が
苦
手
な
部
分

で
、
助
言
を
す
れ
ば
明
ら
か

に
レ
ベ
ル
が
上
が
る
。
こ
の

よ
う
な
場
面
で
学
会
の
シ
ニ

ア
層
を
活
躍
さ
せ
た
い
」

ー
国
外
へ
の
発
信
は
。

「
国
際
標
準
規
格
の
重
要

性
が
増
し
て
い
る
が
、
か
け

声
だ
げ
で
終
わ
っ
て
い
る
聞

も
少
な
く
な
い
。
ど
う
進
め

る
か
の
長
期
・
戦
略
的
な
議

論
が
必
要
だ
。
特
に
ア

y
ア

に
対
し
て
は
上
か
ら
回
線
で

な
く
真
面
目
に
取
り
組
ま
江

定
年
を
迎

え
た
技
術
者

の
世
代
交
代

と
、
モ
ノ
づ

く
り
の
あ
り

方
の
変
容
は

…
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。

レ
ベ
ル
を
上
げ
る
い
い
き
っ
う
土
台
あ
り
き
の
発
想
が
多

か

げ

だ

」

い

。

こ

れ

で

は

イ

ノ

ベ

!

シ

ー
モ
ノ
づ
く
り
の
形
を
根
ョ
ン
は
生
ま
れ
な
い
。
技
術

本
か
ら
変
え
る
べ
き
時
期
が
の
基
盤
を
考
え
直
し
て
、
目

き
て
い
ま
す
。
指
す
方
向
を
示
し
て
か
ら
引

「
我
々
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
退
す
べ
き
だ
。
ま
た
学
会
を

ー
を
使
う
の
が
当
た
り
前
で
通
じ
て
シ
ニ
ア
・
団
塊
世
代

な
か
っ
た
最
後
の
世
代
。
日
を
活
用
し
て
、
固
に
技
術
を

省
の
宇
宙
開
発
委
員
会
で
審

議
し
て
い
た
が
、
日
日
に
廃

止
さ
れ
た
。

宇
宙
戦
略
室
は
内
閣
府
や

文
部
科
学
省
、
経
済
産
業
省

な
ど
か
ら
約
加
入
を
集
め
て

発
足
。
宇
宙
政
策
の
政
策
立

案
、
各
省
庁
聞
の
調
整
な
ど

を
担
う
。
同
戦
略
室
の
ト
ッ

プ
と
な
る
室
長
に
は
西
本
淳

哉
宇
宙
審
議
官
(
前
経
済
産

業
省
技
術
総
括
審
議
官
〉
が

く
な
っ
て
い
た
。

関
連
実
験
の
結
果
と
合
わ

せ
て
、

G
B
Pは
ト
キ
ソ
プ

ラ
ズ
マ
の
寄
生
胞
の
膜
構
造

を
破
壊
す
る
機
能
が
あ
る
と

分
か
っ
た
。

成
果
は
日
日
に
米
科
学
誌

イ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
l
電
子
版
に

掲
載
さ
れ
た
。

変
革
に
対
す
る

危
機
感
に
じ
む

国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ

日
本
誘
致
払

産
学
界
の
有
志
者
で
構
成

す
る
日
本
創
成
会
議
(
増
田

寛
也
座
長
H
元
総
務
相
〉
は

ロ
日
、
地
方
都
市
の
グ
ロ
ー

バ
ル
都
市
へ
の
変
革
に
向

け
、
次
世
代
直
線
型
加
速
器

「
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
l

(
I
L
C
)
」
を
日
本
に
誘

致
す
る
よ
う
政
府
に
提
言
し

ヤ業地誘都 た湾 25 増旦 Q 思 Q り中盤~安芸

部
年
来
の
学
会
員
で
内
部

か
ら
学
会
を
見
つ
め
続
け

る
金
子
会
長
か
ら
は
、
変

革
に
対
す
る
強
い
危
機
感

が
見
ら
れ
た
。
機
械
は
消

費
者
か
ら
専
門
家
ま
で
幅

広
く
関
わ
る
か
ら
こ
そ
、

学
会
の
リ
l
ド
に
期
待
し

た
い
。

(
政
年
佐
貴
恵
〉

日学刊す
}
た。~劉




